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ボーリング柱状図
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上部少量の礫混入、全体に植生根
混入
下部砂質状を呈す
礫はφ10～30mm程度の亜円礫主
体

礫間は細砂～粗砂と少量の粘性土
（シルト・粘土）で「中位～密」
に充填される

所々φ50mm内外の粗礫点在

-3.8m付近より粘性土分が若干多く
混る

-5.30m付近にコア長L=120mm程度
の玉石点在

全体に風化礫が多く含み、礫間充
填物の風化もみられる

固結程度は極めて低い強風化岩、
大部分固結シルトの土砂状を呈す
一見岩盤としての区別は難しく、
絶対的な硬さとしては極めて軟質
コアは概ね土砂～粘土状を呈す

岩芯まで風化した泥質岩主体で、
ハンマーで簡単に崩せる

岩盤としての絶対的な硬さとして
は軟質

無層理塊状で、ほとんど節理はみ
られない

コアはおおむね固結粘土状を呈す

一部砂岩状を呈す
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